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【開  会】 

○長谷川教育長 これより、平成30年第24回教育委員会会議を開会いたします。 

 本日の会議録の署名は、石井知子委員と道尻豊委員にお願いしたいと思いま

す。 

 議案第３号及び議案第５号は人事に関する事項、議案第４号は奨学生の選定

に関する事項でございます。教育委員会会議規則第14条第１号及び第２号の規

定により公開しないこととしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○長谷川教育長 それでは、議案第３号から第５号までは公開しないこととい

たします。 
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【議  事】 

◎議案第１号 札幌市青少年科学館活用基本構想について 

○長谷川教育長 それでは、議事に入ります。議案第１号 札幌市青少年科学館

活用基本構想についてです。事務局からご説明をお願いいたします。 

○生涯学習部長 私から、議案第１号 札幌市青少年科学館活用基本構想につい

て、ご説明いたします。 

青少年科学館に関する基本構想については、８月の教育委員会会議におきま

して素案のご決定をいただき、10月の第３回定例市議会での文教委員会での報

告を経まして、10月９日から11月８日までの30日間パブリックコメントを実施

いたしました。 

本日はお配りしておりますＡ４の２枚の「資料１ 札幌市青少年科学館活用

基本構想（案）パブリックコメント結果」に基づきまして、パブリックコメン

トの概要と、素案の修正個所につきましてご説明いたします。また、必要に応

じて、あわせてお配りしております「資料２ 札幌市青少年科学館活用基本構

想（案）」もご参照いただければと思います。 

まず、資料１の１枚目でございますが、「１ 意見募集結果の概要」では、

募集期間や、意見提出方法、資料の配布場所について記載しております。 

次に、「２ 意見の内訳」では、ご意見をいただいた人数や件数、年代、提

出方法、構想のどの部分についてのご意見があったかを整理しております。 

まず、(1)の「意見提出者数・意見件数」でございますが、提出者数は33名、

いただいたご意見の件数は、一人で複数のご意見をいただいた方もおりますの

で、56件となっております。 

次に、(2)の「年代別内訳」では、表のとおり、幅広い世代からご意見をいた

だいており、特に19歳以下の人数が最も多く12人となっております。これは、

これまで科学館の運営などにご協力いただいた大学等に周知をした結果、関心

のある学生から回答をいただいたものと考えられます。 

(3)の「提出方法別内訳」につきましては、郵送が最も多く、次いでホームペ

ージ、Ｅメールの順となっております。 

(4)の「意見の内訳」ですが、構想案に関して多く意見をいただいたのは、具

体的な展開事業案について述べた「第４章 事業別の施策の方向性」の部分で、

14件、意見全体の25％となっております。 

意見の例といたしましては、フィールドワークの調査を疑似体験できるよう

な展示があるとよいというご意見や、展示物の解説について解説員を付けては

どうかというご意見をいただきました。また、直接構想案に触れてはいないも

のの、科学館の運営管理や展示に関する具体的なご意見については、その他の



- 3 - 

意見としてまとめており、意見全体の55.4％となっております。まとめた意見

の中には、特別展の期間を延長できないかというご意見や、１階の交流コーナ

ーをより効果的に活用してはどうかというご意見などがありました。いただき

ました全てのご意見の概要と、それに対する回答につきましては、お配りして

おります基本構想案本書の巻末に近い33ページから36ページにまとめて記載し

ております。 

最後に、資料１の２枚目でございます。 

「３ 意見に基づく当初案からの変更点」では、今回いただいたご意見から

基本構想案に反映させました内容を記載しております。具体的な修正個所は、

基本構想案本書の８ページでございますが、第４章の１の(1)と第３章の１の(1)

との記述の整合性が取れていないのではないか、というご意見をいただきまし

た。素案では、第３章の１の(1)の記述について、第４章との関連が伝わりにく

い、限定的な記述となっておりましたので、ご意見を踏まえ検討した結果、「科

学普及啓発事業の拡充により」という文言を追記したところでございます。今

回、このご意見以外は、基本構想に関するご意見というよりも、展示物や施設

に関する今後の整備についてのご意見が多数ありましたことから、これらにつ

きましては、今後、具体的な整備を検討していく際に参考とさせていただきた

いと思います。 

以上のとおり、パブリックコメントを踏まえて修正した内容によりまして、

札幌市青少年科学館活用基本構想のご決定をいただきたいと存じます。 

なお、今後の予定でございますが、本日の委員会で基本構想のご決定をいた

だいたならば、今月下旬にはホームページで公開いたします。 

また、製本したものにつきましては１月中に区役所等に配架する予定でござ

います。 

以上で議案の説明を終わります。よろしくご審議のほど、お願い申し上げま

す。 

○長谷川教育長 ありがとうございます。 

 それでは、ただいまの説明に対しまして、ご質問、ご意見等がございました

らお願いいたします。 

○池田委員 今回の構想案を拝見しますと、大きな項目としては今後の基本的

な考え方を示している11ページの第４章からもわかりますが、展示事業はもと

より、「２ 科学普及啓発事業」が非常に大きなことだと思います。これまでも、

当然やられてきていることだと思いますが、こういった情報発信を積極的に行

っていくということ、いわゆる世間的にも、モノからコトへと以前から言われ
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ていますけれども、こういったイベントに力を入れることはとても良いと思い

ます。そして、例えば、このようなことを動画で配信するなど、ネットを使っ

た情報の発信というようなことが、もう少しあっても良いのではないかと思い

ました。いかがしょうか。 

○生涯学習部長 これらのことにつきましては、今後、具体的に中身も詰めて

まいりますので、ただ今いただいたご意見も参考にしながら、より充実した展

示、普及啓発活動等となりますよう努めてまいりたいと思います。 

○池田委員 この科学普及啓発事業を更に充実してくださっているように拝見

できまして、とてもよろしい方向性だと思いました。 

○長谷川教育長 ほかにはいかがでしょうか。 

○石井委員 資料２の後ろにあるパブリックコメントの結果があるのですけれ

ども、こちらの意見募集結果の概要も、１月下旬にホームページに公開される

のでしょうか。 

○推進担当係長 そちらの方は本書の中の後ろ側に手持ち資料という形でつけ

ますので、あとで公表するかたちでございます。ホームページの方でもあわせ

て12月の下旬に公表いたします。 

○石井委員 わかりました。ご意見を下さった方は、おそらく、この札幌市の

考え方が気になってのご意見だと思うので、しっかり掲載していただいてご満

足いただければと思います。 

○長谷川教育長 ほかはいかがでしょうか。 

かなり専門的なご意見もあって、今、委員からお話しがあったように、それ

にきちんとお答えすることで、更にまたここに向かって良いご意見だとか、ア

ドバイス等をいただけると思いますので、そのあたりもこちらからのレスポン

スをしっかりとお願いしたいと思っております。 

ほかはよろしいでしょうか。 

（「はい」と発言する者あり） 

○長谷川教育長 それでは、議案第１号につきましては、提案どおりというこ
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とでよろしいでしょうか。

（「異議なし」と発言する者あり） 

○長谷川教育長 それでは、議案第１号については、提案どおり決定されまし

た。 
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◎議案第２号 「平成 31 年度全国学力・学習状況調査」への札幌市の対応につ

いて 

○長谷川教育長 続きまして、議案第２号でございます。「平成31年度全国学

力・学習状況調査」への札幌市の対応についてです。事務局からご説明をお願

いいたします。 

○学校教育部長 議案第２号「平成31年度全国学力・学習状況調査」への札幌

市の対応についてご説明をいたします。 

 まず、お手元の資料のインデックス資料１のページをご覧ください。12月14

日付で文部科学省から平成31年度全国学力・学習状況調査への実施について通

知があり、あわせて本調査への参加について照会がありました。 

 全国学力・学習状況調査の実施につきましては、平成19年度の実施以来、市

民の関心が極めて高く、市議会においても取り上げられていることから、平成

30年度と同様、平成31年度の調査についても対応方針について教育委員会会議

に付記することといたしました。平成31年度の全国学力・学習状況調査につい

て確認させていただきます。  

 資料の２と付いているインデックスのページをご覧ください。平成31年度の 

実施要領についてご説明をいたします。もう１枚めくっていただきますと、２

ページ目、中ほどに「調査実施日時」というのがございます。（１）にござい

ますように、本体調査の実施日は平成31年４月18日木曜日となっております。  

次にまた資料１のインデックスのページに戻っていただきまして、平成31年

度の調査要領の、平成30年度からの主な変更点につきまして、ページの中ほど

に下線部で示されている２点がございます。１点目は中学校の教科に関する調

査、これまでは国語、数学、算数というところでしたが、中学校では英語が加

わるということで、聞くこと、読むこと、書くこと、この３つの調査は筆記で、

話すことについては、学校の視聴覚室等を使いましたパソコン端末を活用した

音声録音方式で調査を行うということにしております。 

 ２点目の知識・技能を問うこれまでのＡ問題と、活用を問うＢ問題の従来の

区分が見直されまして、知識と活用を一体的に問う調査問題というのが、今回

の大きな変更点となっております。 

以上を踏まえまして、今回、お諮りしたいことが１点ございまして、また、

インデックスの別紙をご覧いただきたいと思います。平成31年度調査への対応

についてでありますが、札幌市といたしましては、本調査の結果を活用し、札

幌市の教育振興基本計画に位置付けている「さっぽろっ子『学ぶ力』の育成プ

ラン」に基づく教育施策について、札幌市全体の状況を把握し、改善を図って

いくこと。あるいは各学校においても児童生徒の学習状況等に応じた教育指導
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の充実改善に役立てていくことが重要であると考えておりまして、昨年度に引

き続き本調査に参加することとしたいと考えております。 

私からの説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いをいたしま

す。 

○長谷川教育長 ありがとうございます。それではただ今の件に対しましてご

質問、ご意見等がありましたらお願いいたします。 

○佐藤委員 原案に異論はございません。ちょっと詳細について伺いたいので

すけれども、来年度から中学校調査に英語が入るいということなのですけれど

も、これは恒常的に今後、継続的に入っていくということなのですか。 

○学校教育部長 今のところそのように聞いております。 

○佐藤委員 英語の実施の詳細なのですが、資料の２の３ページの７番のとこ

ろなのですけれども、各学校のＩＣＴ環境が様々であることから、実施する、

しないというのは、各学校の管理者の判断ということなのですが、札幌市にお

いては、今のところどのような予定ですか。 

○学校教育部長 札幌市におきましては、ＩＣＴ環境の整備状況は調査に対応

できると判断しておりますので、市立の中学校全校で実施をするということで

考えてございます。 

○佐藤委員 わかりました。具体的に話すことに関する問題は１学級あたり５

分とありますけれども、情報関係の教室の中でパソコンの前に生徒が座り、そ

のパソコンに自分の音声を録音するという、このようなイメージなのでしょう

か。 

○学校教育部長 はい。生徒全員が１台ずつ割り当てられた番号のあるパソコ

ンの前に座り、そこで、文部科学省から届いた音声データを聞き取り、それに

対して英語で答え、その内容を記録したＵＳＢなどの記憶媒体を文部科学省に

送るという流れなので、１クラスずつ視聴覚教室のような他の教室に移動して

検査し、また次のクラスが入って検査をしていくという流れになっております。 

○佐藤委員 一斉に行うのでしょうか。 
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○学校教育部長 はい。クラス一斉に行います。 

○佐藤委員 わかりました、ありがとうございます。 

○阿部委員 ご説明いただいた、資料１の２つ目の下線の「知識・活用を一体

的に問う調査」ということころなのですけれども、イメージとして「知識・活

用を一体的に問う調査」というのは、どういう問題なのでしょうか。 

また、資料２の（３）のところにあります聴力レベルが60デシベル以上の生

徒の場合は、聞くこと、話すことの問題の対象としないと書かれていますけれ

ども、これは具体的にどのような方が対象にならないのかというのは、事前の

調査を行って判断しているのか、そのあたりを少しお伺いできればと思います。 

○学校教育部長 まず知識活用の一体的な問題ですけれども、これまではＡは

Ａだけ、ＢはＢだけというつくりでしたが、どちらかと言うとイメージ的には

高校入試のような最初簡単な問題から入って、少し難易度が高い問題に移る、

そういうつくりになるのではないかと思います。ただ、時間的には、今までは

Ａ問題とＢ問題それぞれ時間が設定されていましたから、一緒の時間帯になり

ますので、問題数自体は少し減るのではないかというイメージで考えておりま

す。 

次の聴力の部分ですけれども、これは通級と言いますか「聞こえの教室」そ

の他に通っている子どもたちで、例えば、普段のテストなどでも、通常の期末

テストの聞き取りのテストで、配慮が必要な生徒には、きちんと配慮をしなさ

い、という意味です。高校入試の時もそうですが、聞き取りのテストで、なか

なか聞き取りづらいという生徒については、他の生徒と同じようにテストを受

け、雑音で聞き取れないという場合は、個室を用意してそこで受験させる場合

もありますし、放送機器の場所を考慮し、右耳は聞こえるのだけれども、左耳

が聞こえないという生徒は、センターより少し左前側の聞こえやすい位置に座

ってもらうなど、そういう部分の配慮はしますが、特にそうした配慮をしても、

なかなか難しい場合については、対象としなくても良いという意味になるかと

思います。 

○阿部委員 そのあたりは各学校である程度、この子がというのは把握されて

いて、特別学力テストのために事前にそういう調査するというわけではないで

すよね。 

○学校教育部長 調査するということではないです。 
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○阿部委員 わかりました。 

○長谷川教育長 ほかはいかがでしょうか。 

○道尻委員 この２つの変更点についてなんですけども「新たに英語を追加す

る」ということと「知識・活用の一体的に問う調査問題とする」という、その

ねらいといいますか、なぜこのタイミングで、英語を追加するのか、調査問題

のあり方を一体的なものに変えたのか、まずそのあたりの背景や考え方とかい

うのは伝わって来ているのでしょうか。 

○義務教育担当係長 英語の調査については、日本の学生たちの英語力につい

て様々な課題があることが指摘されており、特に英語はコミュニケーションな

ので、四つの技能、読む、話す、聞く、書く、それぞれをバランスよく育まな

ければならないところですが、なかなか発信力というところ、つまり、話すこ

と、書くこと、については課題があると言われています。そこで、まず日本の

教育を受けた子どもたちが、どの程度、力を持っているか把握した上で、新し

い学習指導要領にも重視されている英語力をつけるために必要なことをこの調

査で捉えたいというところが背景にあるところです。  

 一方、Ａ問題とＢ問題についてなのですけれども、これまで分かれていたこ

とによって、例えばＢ問題の活用の問題から授業改善が進められてきたという

メリットがあったというところなのですけれども、新しい学習指導要領では知

識と活用がばらばらなものではなく、学んだ知識を活用することがとても重要

であるとされてきているところなので、ばらばらに問うのではなく、一体化し

て問うことによって、知識と活用が行き来するような授業改善に繋がっていく

ことをねらっているという背景があります。 

○道尻委員 わかりました。 

○長谷川教育長 ＡとＢがなくなって、先ほどの学校教育部長からお話があっ

たように問題数自体が少なくなるのですか。 

○学校教育部長 はい。全国学力・学習状況調査の結果が出ると、どうしても

都道府県別に並んで、学力の比較みたいになっているのですが、そもそも、こ

の調査の実施は、日々の授業の学校現場で先生方が目の前の子どもたちにどう

いうふうに授業の改善を図っていくかと、そのための資料として行うというこ

とが一番この調査のねらいになっておりまして、今回の学習指導要領で、いま
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お話しした新しい学力観とか授業改善という部分に至った時に、当然見る観点

も今回新しい学習指導要領にあわせた形で調査をしなければ、それが授業改善

に適切に反映されないだろうという考えがあり、今回、国の方でも改定が進め

られているのだと思います。 

○長谷川教育長 ほかにはいかがでしょうか。 

○池田委員 もちろん参加することに全く異論はありません。 

 今まさに話題になっている知識・活用を一体的に問う調査問題とする、とい

うことですが、これまで結果で出てきた際の捉え方、解釈の仕方ということで、

札幌市が考える学力というのは問題発見・問題解決というところで、どちらか

と言うとＢ問題の成績というのを重視してみていたような印象を持っています。

それが両方一緒になるということですので、これまでもそういう意味では厳密

にどこからどこまでが知識で、どこからが活用なのかと言われてみると分ける

ことができていなかったのでしょうけれども、今後より一層、札幌市の学力観

にあった結果の解析というのが求められることになるのだなという感想です。 

○石井委員 学力・学習状況調査の参加に関して異論はございません。 

 先ほど、学校教育部長からお話しがあったように、あくまでも調査に参加す

ることによって、これからの指導方法の充実や工夫改善のために参加している

ということをより広めていって欲しいと思っております。学力・学習状況調査

が終わった後、結果が発表されると、どうしても保護者などは結果に捉われて

しまうというか、「わたしの子どもの学校は低いのではないか」もしくは「わ

たしの子どもの学校は高いのではないか」などと、そういう面ばかり見てしま

いますので、改善のために参加している、ということを広めて欲しいと思いま

す。 

○長谷川教育長 これまでも我々としては、そういうスタンスでずっと来たつ

もりなのですけれども、更に行って参ります。 

ほかはいかがでしょうか。それでは、議案第２号につきましては、提案どお

りということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○長谷川教育長 それでは、調査については参加をするということで第２号の

議案については提案どおりということで決定をされました。 
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以下 非公開 

 議案第３号から５号までは、公開しないということになりますので、傍聴の

方につきましては、ご退席をお願いいたします。 

〔傍聴者は退席〕 


